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小池 俊夫（こいけ としお）教授 教職概論，教育課程論，教職課程特講等担当［カリキュラム論，教師教育論］
○『新版 教職論「よい教師」への扉を開く』（共編著）学文社 2013年
○『教育実習ハンドブック 増補版』（共著）学文社 2012年
○「教師と教養」（学苑859号 2012年5月）
○『モテる子モテない子すてきなレディーになっちゃおう』評論社 1994年
徐 珉廷（そ みんじょん）非常勤講師 韓国語イマージョン，韓国の社会と文化，比較文化論，韓国語上級コア，
韓国語会話［認知言語学，日韓対照研究］
○『もっと話そう韓国語初級から中級へステップアップ』（共著）同学社 2013年
○『話そう韓国語初級韓国語のためのコミュニケーション練習』（共著）同学社 2012年
○『紫殿督焦税 廃析企繕尻姥（事態把握の韓日対照研究）』薦戚裳松（J＆C） 2010年（韓国文化体育観光部優秀学術図
書 2011年）
○「日本語話者の 好まれる言い回しとしての『ていく/くる』の補助動詞的な用法対応する韓国語の『ekata/ota』との比
較を通して」（日本認知言語学会論文集 第10巻 2010年5月）
友野 清文（ともの きよふみ）准教授 教育原理，生徒指導進路指導の研究［近代日本教育史］
○『ジェンダーから教育を考える 共学と別学／性差と平等』丸善プラネット 2013年
○「男女別学論の現在」（青山スタンダード論集 2013年1月）
○「教職科目「総合演習」の意義と今後の課題」（学苑864号 2012年10月）
○『戦時下学問の統制と動員日本諸学振興委員会の研究』（共著）東京大学出版会 2011年
フフバートル（B.Huhbator）教授 地域研究（アジア），ことばと社会，言語社会論演習担当［モンゴル学，社会
言語学］
○「モンゴル語の近代語彙と辞書（二）「蒙文学会」翻訳『新名辞字典』（満洲国1941年）」（学苑859号 2012年5月）
○『多言語主義再考 多言語状況の比較研究』（共著）三元社 2012年
○『モンゴル語近代語彙登場の母体「蒙話報」誌研究』青山社 2012年
○「モンゴル語の近代語彙と辞書（一）海山編訳『蒙漢合璧五方元音』（1917）」（学苑845号 2011年3月）
米倉 雪子（よねくら ゆきこ）准教授 国際協力入門，国際NGO［開発研究］
○「内戦から復興しつつある農村のあらたな挑戦有機農産物の生産者グループ活動（カンボジア）」（瀬沼頼子／齊藤ゆか編著
『実践事例にみるひとまちづくりグローカルコミュニティの時代』ミネルヴァ書房 2013年）
○「農業開発協力と保健医療協力をつなぐ試みカンボジア農村の貧困と保健医療費問題」（学苑847号 2011年5月）
○ 2000.PartnershipforWhom?CambodianNGOs・SupportingSchemes,IDSBuletin,Vol.31,No.3
○ 1999.TheEmergenceofCivilSocietyinCambodia:ItsRoleinDemocratisationProcess［Doctoralthesis］,Institute
ofDevelopmentStudies（IDS）,Univ.ofSussex,UK
（五十音順，［ ］内は主な研究分野）
